
(57)【要約】
　シロキサン流体中に分散した金属酸化物の粒子と分散剤とを含む分散液であって、該分
散剤はポリシロキサンであり、 (i）該ポリシロキサンは０．１～３のカルボキシル基を含
み、 (ii)該ポリシロキサン中の非カルボキシル基含有モノマー単位とカルボキシル基含有
モノマー単位との比が４０～１５０：１である。この分散液は日焼け防止化粧品の成分と
して特に適している。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 シ ロ キ サ ン 流 体 中 に 分 散 し た 金 属 酸 化 物 の 粒 子 と 分 散 剤 と を 含 む 分 散 液 で あ っ て 、 該 分
散 剤 は ポ リ シ ロ キ サ ン で あ り 、 (i） 該 ポ リ シ ロ キ サ ン は ０ ． １ ～ ３ の カ ル ボ キ シ ル 基 を 含
み 、 (ii)該 ポ リ シ ロ キ サ ン 中 の 非 カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と カ ル ボ キ シ ル 基 含 有
モ ノ マ ー 単 位 と の 比 が ４ ０ ～ １ ５ ０ ： １ で あ る 分 散 液 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 上 記 ポ リ シ ロ キ サ ン は 粘 度 が ０ ． ２ ～ １ ０ Ｐ ａ ・ ｓ で あ る 分 散 液 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、 上 記 ポ リ シ ロ キ サ ン は 分 子 量 （ 数 平 均 ） が ４ ０ ０ ０ ～ １ ５
０ ０ ０ で あ る 分 散 液 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か １ 項 に お い て 、 上 記 分 散 液 中 の 金 属 酸 化 物 粒 子 の 含 有 量
が ３ ０ wt％ よ り 大 、 よ り 望 ま し く は ４ ０ wt％ よ り 大 、 特 に ５ ０ wt％ よ り 大 で あ る 分 散 液 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項 に お い て 、 上 記 ポ リ シ ロ キ サ ン は １ 分 子 当 り ０ ． ８
～ ２ ． ５ 個 の カ ル ボ キ シ ル 基 を 含 む 分 散 液 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か １ 項 に お い て 、 上 記 ポ リ シ ロ キ サ ン は ３ ０ ～ ３ ０ ０ 個 の
非 カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 を 含 む 分 散 液 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら ６ ま で の い ず れ か １ 項 に お い て 、 上 記 カ ル ボ キ シ ル 基 が 上 記 ポ リ シ ロ キ サ
ン 鎖 の 側 鎖 に 、 望 ま し く は 側 鎖 の み に 、 付 加 さ れ て い る 分 散 液 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら ７ ま で の い ず れ か １ 項 に お い て 、 上 記 金 属 酸 化 物 粒 子 が 疎 水 性 で あ る 分 散
液 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ か ら ８ ま で の い ず れ か １ 項 に お い て 、 上 記 シ ロ キ サ ン 流 体 分 散 媒 が 環 状 オ リ ゴ
マ ー ジ ア ル キ ル シ ロ キ サ ン 、 直 鎖 ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン オ リ ゴ マ ー お よ び ／ ま た は ポ リ マ ー
、 お よ び ／ ま た は フ ェ ニ ル ト リ ス （ ト リ メ チ ル シ ロ キ シ ） シ ラ ン で あ る 分 散 液 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 金 属 酸 化 物 の 分 散 液 の 作 成 方 法 で あ っ て 、 シ ロ キ サ ン 流 体 中 で 分 散 剤 の 存 在 下 で 金 属 酸
化 物 の 粒 子 を 粒 状 粉 砕 媒 体 で 混 練 す る 工 程 を 含 み 、 該 分 散 剤 は ポ リ シ ロ キ サ ン で あ り 、 (i
） 該 ポ リ シ ロ キ サ ン は ０ ． １ ～ ３ の カ ル ボ キ シ ル 基 を 含 み 、 (ii)該 ポ リ シ ロ キ サ ン 中 の 非
カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と の 比 が ４ ０ ～ １ ５
０ ： １ で あ る 、 金 属 酸 化 物 の 分 散 液 の 作 成 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 金 属 酸 化 物 の 粒 子 と 、 シ ロ キ サ ン 流 体 と 、 ポ リ シ ロ キ サ ン と を 含 む 日 焼 け 防 止 組 成 物 で
あ っ て 、 (i） 該 ポ リ シ ロ キ サ ン は ０ ． １ ～ ３ の カ ル ボ キ シ ル 基 を 含 み 、 (ii)該 ポ リ シ ロ キ
サ ン 中 の 非 カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と の 比 が
４ ０ ～ １ ５ ０ ： １ で あ る 、 日 焼 け 防 止 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 シ ロ キ サ ン 流 体 中 に 分 散 し た 金 属 酸 化 物 の 粒 子 と 分 散 剤 と を 含 む 分 散 液 の 、 日 焼 け 防 止
組 成 物 の 作 成 へ の 使 用 で あ っ て 、 該 分 散 剤 は ポ リ シ ロ キ サ ン で あ り 、 (i） 該 ポ リ シ ロ キ サ
ン は ０ ． １ ～ ３ の カ ル ボ キ シ ル 基 を 含 み 、 (ii)該 ポ リ シ ロ キ サ ン 中 の 非 カ ル ボ キ シ ル 基 含
有 モ ノ マ ー 単 位 と カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と の 比 が ４ ０ ～ １ ５ ０ ： １ で あ る 分 散
液 の 、 エ ン ド ユ ー ザ ー 用 日 焼 け 防 止 組 成 物 の 作 成 へ の 使 用 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 金 属 酸 化 物 の 分 散 液 に 関 し 、 特 に 、 分 散 剤 と し て カ ル ボ キ シ ル 基 を 含 む ポ リ
シ ロ キ サ ン を 有 す る シ ロ キ サ ン 流 体 分 散 媒 に 金 属 酸 化 物 が 分 散 し た 分 散 液 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 酸 化 チ タ ン 、 酸 化 亜 鉛 、 酸 化 鉄 の よ う な 金 属 酸 化 物 は 、 日 焼 け 防 止 剤 、 プ ラ ス チ ッ ク フ
ィ ル ム 、 樹 脂 の よ う な 用 途 に お い て 紫 外 光 の 減 衰 剤 と し て 用 い ら れ て き た 。 一 般 に 、 こ れ
ら の 用 途 に 有 用 な 金 属 酸 化 物 は 一 次 粒 子 の 平 均 サ イ ズ が ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 で あ る 。 こ の よ う
な 金 属 酸 化 物 を 油 性 媒 体 中 お よ び 水 中 に 分 散 さ せ た 分 散 液 が 知 ら れ て お り 、 こ の 分 散 液 は
日 焼 け 防 止 用 の ク リ ー ム や ロ ー シ ョ ン の よ う な 製 品 を 製 剤 す る の に 用 い ら れ て き た 。 金 属
酸 化 物 の 分 散 液 は 他 の 既 存 製 剤 成 分 と 混 合 し て 製 品 を 作 成 す る 適 用 性 が あ る こ と で 製 品 作
成 に 有 利 で あ る こ と が 示 さ れ て き た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 シ ロ キ サ ン ま た は シ リ コ ー ン を ベ ー ス に し た オ イ ル を 化 粧 品 に 用 い る こ と は 、 肌 触 り を
向 上 さ せ る こ と が で き る た め 、 一 般 的 に な っ て き て い る 。 そ の た め 、 シ ロ キ サ ン を ベ ー ス
に し た 分 散 媒 に 金 属 酸 化 物 を 分 散 さ せ た 分 散 液 が 望 ま れ る 。 こ の よ う な 分 散 液 を 作 成 す る
こ と は 、 こ れ ま で 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ヨ ー ロ ッ パ 公 開 特 許 公 報 Ｅ Ｐ ０ ９ ５ ３ ３ ３ ６ Ａ に は 、 改 質 シ リ コ ー ン ま た は 反 応 性 シ リ
コ ー ン を 分 散 剤 と し 、 混 練 処 理 ま た は 高 圧 分 散 処 理 に よ っ て 、 シ リ コ ー ン ・ オ イ ル 中 に 紫
外 光 遮 蔽 微 粒 子 を 分 散 さ せ た 分 散 液 を 作 成 す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 Ｅ Ｐ ０ ９ ５ ３ ３ ３
６ Ａ は 特 に 、 オ キ サ ゾ リ ン 改 質 シ リ コ ー ン 、 ア ミ ノ 改 質 シ リ コ ー ン 、 ポ リ エ ー テ ル 改 質 シ
リ コ ー ン を 用 い て い る 。 Ｅ Ｐ ０ ９ ５ ３ ３ ３ ６ Ａ に は 粒 子 の 最 高 濃 度 と し て ４ ０ wt％ と 記 載
さ れ て い る が 、 明 細 書 中 の 実 施 例 の 粒 子 濃 度 は こ れ よ り 大 幅 に 低 い 。 日 焼 け 防 止 製 剤 へ の
適 用 性 を 向 上 さ せ る に は 、 更 に 高 濃 度 の 粒 子 を 含 有 す る シ ロ キ サ ン ま た は シ リ コ ー ン を ベ
ー ス と し た 分 散 液 が 必 要 で あ る 。 こ の 分 散 液 は 、 安 定 性 お よ び 光 学 特 性 な ど の 性 質 を 向 上
さ せ る こ と も 必 要 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 者 は 、 上 記 諸 問 題 の 少 な く と も １ つ を 解 消 ま た は 大 幅 に 低 減 で き る 分 散 液 を 見 出
し た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 す な わ ち 本 発 明 は 、 シ ロ キ サ ン 流 体 中 に 分 散 し た 金 属 酸 化 物 の 粒 子 と 分 散 剤 と を 含 む 分
散 液 で あ っ て 、 該 分 散 剤 は ポ リ シ ロ キ サ ン で あ り 、 (i） 該 ポ リ シ ロ キ サ ン は ０ ． １ ～ ３ の
カ ル ボ キ シ ル 基 を 含 み 、 (ii)該 ポ リ シ ロ キ サ ン 中 の 非 カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と
カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と の 比 が ４ ０ ～ １ ５ ０ ： １ で あ る 分 散 液 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 更 に 、 金 属 酸 化 物 の 分 散 液 の 作 成 方 法 で あ っ て 、 シ ロ キ サ ン 流 体 中 で 分 散 剤 の
存 在 下 で 金 属 酸 化 物 の 粒 子 を 粒 状 粉 砕 媒 体 で 混 練 す る 工 程 を 含 み 、 該 分 散 剤 は ポ リ シ ロ キ
サ ン で あ り 、 (i） 該 ポ リ シ ロ キ サ ン は ０ ． １ ～ ３ の カ ル ボ キ シ ル 基 を 含 み 、 (ii)該 ポ リ シ
ロ キ サ ン 中 の 非 カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と の
比 が ４ ０ ～ １ ５ ０ ： １ で あ る 、 金 属 酸 化 物 の 分 散 液 の 作 成 方 法 を も 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 更 に 、 金 属 酸 化 物 の 粒 子 と 、 シ ロ キ サ ン 流 体 と 、 ポ リ シ ロ キ サ ン と を 含 む 日 焼
け 防 止 組 成 物 で あ っ て 、 (i） 該 ポ リ シ ロ キ サ ン は ０ ． １ ～ ３ の カ ル ボ キ シ ル 基 を 含 み 、 (i
i)該 ポ リ シ ロ キ サ ン 中 の 非 カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ
ー 単 位 と の 比 が ４ ０ ～ １ ５ ０ ： １ で あ る 、 日 焼 け 防 止 組 成 物 を も 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 更 に 、 シ ロ キ サ ン 流 体 中 に 分 散 し た 金 属 酸 化 物 の 粒 子 と 分 散 剤 と を 含 む 分 散 液
の 、 日 焼 け 防 止 組 成 物 の 作 成 へ の 使 用 で あ っ て 、 該 分 散 剤 は ポ リ シ ロ キ サ ン で あ り 、 (i）
該 ポ リ シ ロ キ サ ン は ０ ． １ ～ ３ の カ ル ボ キ シ ル 基 を 含 み 、 (ii)該 ポ リ シ ロ キ サ ン 中 の 非 カ

10

20

30

40

50

(3) JP 2007-513934 A 2007.5.31



ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と の 比 が ４ ０ ～ １ ５ ０
： １ で あ る 分 散 液 の 、 エ ン ド ユ ー ザ ー 用 日 焼 け 防 止 組 成 物 の 作 成 へ の 使 用 を も 提 供 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 分 散 液 と は 、 固 体 粒 子 が 凝 集 に 対 し て 安 定 し て い る 真 の 分 散 液 を 意 味 す る 。 こ の
分 散 液 中 の 粒 子 は 比 較 的 均 一 に 分 散 し て い て 静 置 中 に 凝 集 し 難 く 、 凝 集 が 起 き て も 単 純 に
撹 拌 す る だ け で 容 易 に 分 散 状 態 に 復 帰 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ポ リ シ リ キ サ ン 分 散 剤 は 、 望 ま し く は ポ リ ア ル キ ル シ ロ キ サ ン で あ り 、 望 ま し く は ア ル
キ ル 基 は 低 ア ル キ ル 、 例 え ば Ｃ １ － ６ 、 更 に 望 ま し く は Ｃ １ － ３ 、 特 に メ チ ル 基 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ポ リ シ ロ キ サ ン と は 、 遊 離 官 能 性 カ ル ボ キ シ ル 基 お よ び ／ ま た は エ ス テ ル お よ び ／ ま た
は そ の 塩 誘 導 体 を 意 味 す る 。 適 切 な エ ス テ ル 基 と し て は 、 低 ア ル キ ル 、 例 え ば Ｃ １ － ６ 、
更 に 望 ま し く は Ｃ １ － ３ 、 特 に メ チ ル 基 が 含 ま れ る 。 適 切 な 塩 誘 導 体 と し て は 、 金 属 、 例
え ば ア ル カ リ 金 属 、 望 ま し く は ナ ト リ ウ ム ま た は カ リ ウ ム が 含 ま れ る 。 本 発 明 の 望 ま し い
実 施 形 態 に お い て は 、 ポ リ シ ロ キ サ ン の カ ル ボ キ シ ル 基 は 、 遊 離 酸 お よ び ／ ま た は そ の 塩
、 よ り 望 ま し く は 遊 離 酸 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 適 し た ポ リ シ ロ キ サ ン は 、 １ 分 子 あ た り ０ ． ５ ～ ３ 、 望 ま し く は ０ ． ８ ～ ２ ． ５ 、 よ り
望 ま し く は ０ ． ９ ～ ２ 、 特 に １ ～ １ ． ５ 、 特 別 に １ ． １ ～ １ ． ４ の カ ル ボ キ シ ル 基 （ ま た
は カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 ） を 含 む 。 望 ま し い 実 施 形 態 に お い て は 、 カ ル ボ キ シ
ル 基 の 個 数 が 異 な る 種 々 の ポ リ シ ロ キ サ ン 分 子 の 混 合 物 を 用 い て お り 、 し た が っ て １ 分 子
あ た り の カ ル ボ キ シ ル 基 の 個 数 は 平 均 値 で あ る た め 、 整 数 と な ら な い こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 適 し た ポ リ シ ロ キ サ ン は 、 １ 分 子 あ た り ２ ０ ～ ５ ０ ０ 、 望 ま し く は ３ ０ ～ ２ ０ ０
、 よ り 望 ま し く は ４ ０ ～ １ ５ ０ 、 特 に ５ ０ ～ １ ２ ０ 、 特 別 に ６ ０ ～ １ ０ ０ の 非 カ ル ボ キ シ
ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ポ リ シ ロ キ サ ン 中 の 非 カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 と カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー
単 位 と の 比 は 、 望 ま し く は ４ ０ ～ １ ０ ０ ： １ 、 よ り 望 ま し く は ４ ５ ～ ７ ５ ： １ 、 特 に ５ ０
～ ７ ０ ： １ 、 特 別 に ５ ５ ～ ６ ５ ： １ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 カ ル ボ キ シ ル 基 は 、 ポ リ シ ロ キ サ ン 鎖 の 、 望 ま し く は 末 端 お よ び ／ ま た は 側 鎖 、 よ り 望
ま し く は 側 鎖 、 特 に 側 鎖 の み に 付 加 さ れ て い る 。 別 の 実 施 形 態 に お い て は 、 カ ル ボ キ シ ル
基 は ポ リ シ ロ キ サ ン 鎖 の 末 端 に の み 付 加 さ れ て い る 。 こ の カ ル ボ キ シ ル 基 は 、 ヘ テ ロ 原 子
を 含 み 得 る 炭 化 水 素 結 合 を 介 し て 付 加 さ れ る こ と が 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 適 切 な ポ リ シ ロ キ サ ン の 分 子 量 （ 数 平 均 分 子 量 ） は 、 望 ま し く は ゲ ル 透 過 ク ロ マ ト グ ラ
フ ィ ー で 測 定 さ れ 、 ５ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ ０ 、 望 ま し く は ２ ０ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ０ 、 よ り 望 ま し
く は ４ ０ ０ ０ ～ １ ５ ０ ０ ０ 、 特 に ５ ０ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ０ 、 特 別 に ６ ０ ０ ０ ～ ８ ０ ０ ０ で あ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 適 切 な ポ リ シ ロ キ サ ン の 粘 度 は 、 ０ ． ０ ５ ～ １ ５ ０ 、 望 ま し く は ０ ． １ ～ ５ ０ 、 よ り 望
ま し く は ０ ． ２ ～ １ ０ 、 特 に ０ ． ５ ～ ５ 、 特 別 に ０ ． ７ ～ １ ． ２ Ｐ ａ ・ ｓ で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 望 ま し く は ポ リ シ ロ キ サ ン は 下 記 の 式 （ １ ） で 表 さ れ 、
【 ０ ０ ２ ０ 】
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【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 Ｒ １ は 同 種 ま た は 異 種 で 良 く 、 Ｒ ２ 、 Ｈ 、 第 １ ア ミ ン 含 有 基 、 お よ び ピ ロ リ ド
ン か ら 選 択 さ れ 、 該 ピ ロ リ ド ン は カ ル ボ キ シ ル 基 お よ び ／ ま た は エ ス テ ル お よ び ／ ま た は
そ の 誘 導 体 で あ っ て 下 記 の 式 （ ２ ） で 表 さ れ 、
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 た だ し 、 Ｒ １ 基 の ０ ． １ ～ ３ 個 が 式 （ ２ ） で 表 さ れ る も の で あ り 、 こ こ で ：
　 Ｆ は 、 同 種 ま た は 異 種 で よ く 、 炭 素 原 子 が １ ～ １ ２ 個 の 直 鎖 ま た は 分 岐 ア ル キ レ ン ；
　 ｎ は ゼ ロ ま た は ２ ； 　 ｎ １ は ゼ ロ ま た は １ ； 　 ｎ ２ は ゼ ロ ま た は １ 、 た だ し 、 ｎ が ゼ ロ
で ｎ ２ が １ の 場 合 は ｎ １ は １ 、 ｎ が ２ で ｎ ２ が １ の 場 合 は ｎ １ は ０ ま た は １ 、 ｎ が ２ で ｎ
２ が ０ の 場 合 は ｎ １ は ０ ；
　 Ｂ は － Ｎ Ｒ ９ 、 硫 黄 （ Ｓ ） 、 ま た は 酸 素 （ Ｏ ） で あ り 、 Ｒ ９ は 水 素 ま た は 低 ア ル キ ル （
Ｃ １ － ６ ） で あ り 、 Ｒ ２ は 同 種 ま た は 異 種 で あ っ て ア ル キ ル 、 ア リ ル お よ び オ レ フ ィ ン （
ビ ニ ル ） か ら 選 択 さ れ ；
　 Ｒ ３ お よ び Ｒ ４ は 、 同 種 ま た は 異 種 で あ っ て ア ル キ ル 、 ア リ ル 、 キ ャ ッ プ ト ま た は ア ン
キ ャ ッ プ ト ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン 、 ア ル カ リ ル 、 ア ラ ル キ レ ン 、 お よ び ア ル ケ ニ ル か ら 選
択 さ れ ；
　 Ｒ ５ は 水 素 、 低 ア ル キ ル （ Ｃ １ － ６ ） 、 ま た は 金 属 ；
　 ａ は 整 数 で あ っ て 良 く 、 １ ０ ～ １ ０ ０ ０ で あ り ； 　 お よ び
　 ｂ は 整 数 で あ っ て 良 く 、 側 鎖 Ｒ １ 基 が 式 （ ２ ） で 表 さ れ る も の で あ る 場 合 に は ０ ． １ ～
３ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｒ ５ は 水 素 ま た は ア ル カ リ 金 属 で あ り 、 よ り 望
ま し く は 水 素 で あ る 。 Ｒ １ は 望 ま し く は 、 Ｒ ２ で あ る か 、 カ ル ボ キ シ ル 基 お よ び ／ ま た は
エ ス テ ル お よ び ／ ま た は そ の 塩 誘 導 体 を 含 む ピ ロ リ ド ン で あ る 。 少 な く と も １ つ の 側 鎖 結
合 し た Ｒ １ 基 は 、 望 ま し く は 、 カ ル ボ キ シ ル 基 お よ び ／ ま た は エ ス テ ル お よ び ／ ま た は そ
の 塩 誘 導 体 を 含 む ピ ロ リ ド ン で あ る 。 Ｒ ３ お よ び Ｒ ４ は 、 望 ま し く は ア ル キ ル 、 よ り 望 ま
し く は Ｃ １ － ６ の 低 ア ル キ ル 、 特 に Ｃ １ － ３ の 低 ア ル キ ル 、 特 別 に メ チ ル で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 適 切 な ａ は ２ ０ ～ ５ ０ ０ 、 望 ま し く は ３ ０ ～ ２ ０ ０ 、 よ り 望 ま し く は ４ ０ ～ １ ５ ０ 、 特
に ５ ０ ～ １ ２ ０ 、 特 別 に ６ ０ ～ １ ０ ０ で あ る 。 ま た 、 ｂ の 側 鎖 Ｒ １ 基 が 上 記 式 （ ２ ） に 示
さ れ る も の で あ る 場 合 に は 、 ｂ は ０ ． ５ ～ ３ が 適 切 で あ り 、 望 ま し く は ０ ． ８ ～ ２ ． ５ 、
よ り 望 ま し く は ０ ． ９ ～ ２ 、 特 に １ ～ １ ． ５ 、 特 別 に １ ． １ ～ １ ． ４ で あ る 。 ａ ： ｂ の 比
は 、 望 ま し く は ４ ０ ～ １ ０ ０ ： １ 、 よ り 望 ま し く は ４ ５ ～ ７ ５ ： １ 、 特 に ５ ０ ～ ７ ０ ： １
、 特 別 に ５ ５ ～ ６ ５ ： １ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 両 末 端 Ｒ １ 基 は 望 ま し く は Ｒ ２ で あ る 。 Ｒ ２ は 望 ま し く は ア ル キ ル 、 よ り 望 ま し く は Ｃ

１ － ６ の 低 ア ル キ ル 、 特 に Ｃ １ － ３ の 低 ア ル キ ル 、 特 別 に メ チ ル で あ る 。 Ｂ は 望 ま し く は
－ Ｎ Ｒ ９ で あ る 。 本 発 明 の 特 に 望 ま し い 実 施 形 態 に お い て は 、 ｎ は ２ 、 ｎ １ は ０ 、 ｎ ２ は
０ 、 Ｆ は Ｃ Ｈ ２ で あ る か 、 ま た は ｎ は ２ 、 ｎ １ は ０ 、 ｎ ２ は １ 、 Ｂ は Ｎ Ｃ Ｈ ３ 、 Ｆ は Ｃ Ｈ

２ で あ り 、 特 に ｎ は ２ 、 ｎ １ は ０ 、 ｎ ２ は ０ 、 Ｆ は Ｃ Ｈ ２ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の 特 に 望 ま し い 実 施 形 態 に お い て は 、 ポ リ シ ロ キ サ ン 分 散 剤 は 下 記 の 式 （ ３ ） で
表 さ れ 、
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 化 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ こ で Ｘ は 、 水 素 ま た は ア ル カ リ 金 属 で あ り 、 ａ 、 ｂ 、 ａ ： ｂ の 比 は 前 記 定 義 の と お り
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ア メ リ カ 合 衆 国 公 開 特 許 公 報 Ｕ Ｓ ５ ５ ９ ６ ０ ６ １ Ａ は 、 カ ル ボ キ シ ル 基 を 含 む 適 切 な ポ
リ シ ロ キ サ ン お よ び そ の 合 成 方 法 と し て 、 例 え ば 反 応 性 第 １ ア ミ ン 基 を 有 す る ポ リ シ ロ キ
サ ン を イ タ コ ン 酸 と 反 応 さ せ る 方 法 を 開 示 し て お り 、 こ こ で 引 用 し た こ と よ り そ の 教 示 内
容 を 本 明 細 書 中 に 取 り 込 む 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 の 分 散 液 中 に 存 在 す る ポ リ シ ロ キ サ ン 分 散 剤 の 量 は 、 金 属 酸 化 物 の 粒 子 の 重 量 を
基 準 に し て 、 望 ま し く は １ ～ ６ ０ wt％ 、 よ り 望 ま し く は ３ ～ ４ ０ wt％ 、 特 に ５ ～ ３ ０ wt％
、 特 別 に ６ ～ ２ ５ wt％ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に 用 い る 金 属 酸 化 物 は 、 望 ま し く は チ タ ン 、 亜 鉛 、 ま た は 鉄 の 酸 化 物 、 よ り 望 ま
し く は 酸 化 チ タ ン ま た は 酸 化 亜 鉛 、 特 に 酸 化 亜 鉛 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 金 属 酸 化 物 粒 子 の 平 均 一 次 粒 子 サ イ ズ は 、 望 ま し く は ２ ０ ０ ｎ ｍ 未 満 で あ り 、 粒 子 が ほ
ぼ 球 状 で あ る 場 合 に は こ の サ イ ズ は 直 径 を 表 わ す 。 し か し 、 本 発 明 は 球 状 以 外 の 金 属 酸 化
物 粒 子 を も 包 含 し て お り 、 そ の 場 合 に は 上 記 の 平 均 一 次 粒 子 サ イ ズ は 最 大 径 を 意 味 す る 。
本 発 明 に 用 い る 金 属 酸 化 物 を 特 徴 付 け る 平 均 粒 子 サ イ ズ は 、 一 次 粒 子 の 平 均 サ イ ズ で あ り
、 こ れ は 典 型 的 に は 電 子 顕 微 鏡 観 察 で 測 定 す る 。 こ の サ イ ズ は 、 凝 集 し て い な い 金 属 酸 化
物 粒 子 の サ イ ズ で あ る 。 多 く の 場 合 、 一 次 粒 子 は 単 結 晶 か ら 成 る が 、 数 個 の 結 晶 が 融 接 し
た も の も あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 次 粒 子 が ほ ぼ 球 状 で あ る 場 合 に は 、 平 均 一 次 粒 子 サ イ ズ は 望 ま し く は ５ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ
、 よ り 望 ま し く は １ ０ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ で あ る 。 二 酸 化 チ タ ン 粒 子 は 針 状 で あ り 、 一 次 粒 子 の
平 均 最 大 径 は 望 ま し く は １ ５ ０ ｎ ｍ 、 よ り 望 ま し く は ２ ０ ～ １ ０ ０ ｎ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 金 属 酸 化 物 が 二 酸 化 チ タ ン で あ る 場 合 に は 、 粒 子 の 形 状 は 望 ま し く は 針 状 で あ り 、 最 大
径 と 最 小 径 と の 比 は １ ０ ： １ ～ ２ ： １ で あ る 。 ま た 、 金 属 酸 化 物 が 二 酸 化 チ タ ン で あ る 場
合 に は 、 分 散 液 中 に 存 在 す る ポ リ シ ロ キ サ ン 分 散 剤 の 量 は 、 二 酸 化 チ タ ン 粒 子 の 重 量 を 基
準 に し て 望 ま し く は ５ ～ ６ ０ wt％ 、 よ り 望 ま し く は ９ ～ ４ ０ wt％ 、 特 に １ ２ ～ ３ ０ wt％ 、
特 別 に １ ５ ～ ２ ５ wt％ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 金 属 酸 化 物 が 酸 化 亜 鉛 で あ る 場 合 に は 、 粒 子 は 適 切 な 一 次 粒 子 サ イ ズ が ３ ０ ～ １ ０ ０ ｎ
ｍ で あ り 、 望 ま し く は ６ ０ ～ ９ ０ ｎ ｍ で あ る 。 ま た 、 金 属 酸 化 物 が 酸 化 亜 鉛 で あ る 場 合 に
は 、 分 散 液 中 に 存 在 す る ポ リ シ ロ キ サ ン 分 散 剤 の 適 切 な 量 は 、 酸 化 亜 鉛 粒 子 の 重 量 を 基 準
に し て 、 １ ～ ２ ５ wt％ 、 望 ま し く は ３ ～ １ ８ wt％ 、 よ り 望 ま し く は ５ ～ １ ２ wt％ 、 特 に ６
～ １ ０ wt％ 、 特 別 に ７ ～ ９ wt％ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 金 属 酸 化 物 粒 子 は 純 粋 な 金 属 酸 化 物 か ら 実 質 的 に 成 る が 、 無 機 被 膜 を 備 え て い る こ と も
望 ま し い 。 例 え ば 、 二 酸 化 チ タ ン 粒 子 は 、 他 の 元 素 の 酸 化 物 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 、 ジ ル
コ ニ ウ ム ま た は シ リ コ ン の 酸 化 物 で 被 覆 さ れ て い て も 良 く 、 ア ル ミ ナ と シ リ カ で 被 覆 さ れ
た 針 状 二 酸 化 チ タ ン の 形 で あ っ て 良 く 、 こ れ は 本 発 明 の 方 法 に 特 に 有 用 で あ り 、 イ ギ リ ス
公 開 特 許 公 報 Ｇ Ｂ ２ ２ ０ ５ ０ ８ ８ Ａ に 開 示 さ れ て い る 。 ま た 、 唯 一 の 無 機 酸 化 被 膜 と し て
ア ル ミ ナ を 備 え て い る 粒 状 金 属 酸 化 物 も 本 発 明 に 有 用 で あ る こ と が 見 出 さ れ た 。 無 機 被 膜
の 望 ま し く は 量 は 、 芯 部 の 金 属 酸 化 物 粒 子 の 重 量 に 対 す る 無 機 酸 化 物 の 重 量 と し て 、 ４ ～
２ ０ wt％ で あ る 。 よ り 望 ま し く は 、 無 機 被 膜 の 望 ま し く は 量 は 、 芯 部 の 金 属 酸 化 物 粒 子 の
重 量 に 対 す る 無 機 酸 化 物 の 重 量 と し て 、 ５ ～ １ ５ wt％ で あ る 。 適 切 な 無 機 被 膜 は 、 適 し た
方 法 で あ れ ば ど の よ う な 方 法 で 付 与 し て も 良 く 、 当 業 者 で あ れ ば そ の よ う な 方 法 を 直 ち に
適 用 で き る 。 典 型 的 な 方 法 に お い て は 、 酸 化 物 が 被 膜 を 形 成 す る 無 機 製 剤 の 可 溶 塩 の 存 在
下 で 、 金 属 酸 化 物 芯 部 粒 子 の 水 分 散 液 を 形 成 す る 。 こ の 分 散 液 は 、 用 い た 塩 の 性 質 に よ っ
て 酸 性 ま た は 塩 基 性 で あ り 、 そ れ に 対 応 し て 酸 ま た は ア ル カ リ を 分 散 液 に 添 加 し て ｐ Ｈ を
調 整 す る こ と に よ り 、 無 機 酸 化 物 を 析 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 望 ま し く は 実 施 形 態 に お い て は 、 本 発 明 の 分 散 液 を 形 成 す る の に 用 い る 金 属 酸 化 物 粒 子
は 疎 水 性 で あ る 。 例 え ば 、 金 属 酸 化 物 粒 子 の 表 面 に 疎 水 性 被 膜 を 付 与 す る こ と に よ り 、 金
属 酸 化 物 粒 子 を 疎 水 性 に す る こ と が で き る 。 疎 水 性 被 膜 の 付 与 は 、 分 散 液 の 形 成 前 で も よ
い し 、 そ の 場 形 成 す な わ ち 分 散 液 形 成 中 で も よ い 。 更 に 、 上 述 の よ う に 、 粒 子 は 無 機 被 膜
を 備 え て い て も よ い 。 し た が っ て 、 本 明 細 書 中 で 用 い て い る 用 語 「 金 属 酸 化 物 粒 子 」 は 、
芯 部 粒 子 に 予 め 被 膜 付 与 さ れ て い れ ば そ れ も 含 め た 、 深 部 粒 子 ＋ 被 膜 の 全 体 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 般 に 、 金 属 酸 化 物 粒 子 を 撥 水 性 物 質 で 処 理 す る こ と に よ り 疎 水 化 す る 。 適 し た 撥 水 物
質 と し て は 、 脂 肪 酸 、 望 ま し く は １ ０ ～ ２ ０ 個 の 炭 素 原 子 を 含 む 脂 肪 酸 、 例 え ば ラ ウ リ ル
酸 、 ス テ ア リ ン 酸 、 イ ソ ス テ ア リ ン 酸 が あ り 、 こ れ ら 脂 肪 酸 の 塩 、 例 え ば ナ ト リ ウ ム 塩 お
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よ び ア ル ミ ニ ウ ム 塩 が あ り 、 高 級 ア ル コ ー ル 、 例 え ば ス テ ア リ ル ア ル コ ー ル が あ り 、 シ リ
コ ー ン 、 例 え ば ポ リ ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン ポ リ マ ー お よ び コ ポ リ マ ー が あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 疎 水 化 処 理 は 従 来 の 方 法 を 用 い て 行 な う こ と が で き る 。 典 型 的 に は 、 金 属 酸 化 物 芯 部 粒
子 （ 被 膜 な し ま た は 無 機 被 膜 付 き ） を 水 中 に 分 散 さ せ 、 温 度 ５ ０ ～ ８ ０ ℃ に 加 熱 す る 。 次
い で こ の 分 散 液 に 、 脂 肪 酸 の 塩 （ 例 え ば ス テ ア リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム ） を 添 加 し た 後 、 酸 を 添
加 す る こ と に よ り 、 上 記 金 属 酸 化 物 粒 子 の 表 面 に 上 記 脂 肪 酸 を 堆 積 さ せ る 。 別 の 方 法 と し
て 、 金 属 酸 化 物 の 芯 部 粒 子 ま た は 無 機 被 膜 処 理 し た 芯 部 粒 子 を 、 撥 水 物 質 の 有 機 溶 媒 溶 液
と 混 合 し た 後 、 溶 媒 を 蒸 発 さ せ る 。 本 発 明 の 望 ま し い 別 の 実 施 形 態 に お い て は 、 疎 水 性 物
資 を 、 作 成 中 の 本 発 明 の 分 散 液 に 直 接 添 加 す る こ と に よ り 、 疎 水 性 被 膜 を そ の 場 形 成 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 被 膜 付 き ま た は 被 膜 な し の 芯 部 粒 子 を 基 準 に し て 、 一 般 に は ２ ０ wt％ 以 下 の 疎 水 性 物 質
で 、 望 ま し く は ０ ． ０ ５ ～ ３ wt％ の 疎 水 性 物 質 で 、 該 粒 子 を 処 理 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 分 散 液 は 、 被 膜 付 き ま た は 被 膜 な し の 芯 部 粒 子 を 基 準 に し て 、 適 切 に は ３ ０ wt
％ よ り 多 い 、 望 ま し く は ４ ０ wt％ よ り 多 い 、 よ り 望 ま し く は ４ ５ wt％ よ り 多 い 、 特 に ５ ０
wt％ よ り 多 い 、 特 別 に は ６ ０ wt％ よ り 多 い 金 属 酸 化 物 、 特 に 酸 化 亜 鉛 を 含 有 す る 。 一 般 に
、 ７ ５ wt％ よ り 多 い 金 属 酸 化 物 粒 子 を 含 有 す る 分 散 液 を 作 成 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 分 散 液 に 用 い る 金 属 酸 化 物 は 、 シ ロ キ サ ン 流 体 分 散 媒 中 に 分 散 さ せ る 。 適 切 で
あ れ ば ど の よ う な シ ロ キ サ ン 流 体 を 用 い て も よ く 、 基 本 的 な 要 件 は 化 粧 品 と し て 許 容 性 で
あ る 。 シ ロ キ サ ン 流 体 の １ つ の 望 ま し い タ イ プ は 、 環 状 オ リ ゴ マ ー ジ ア ル キ ル シ ロ キ サ ン
、 例 え ば シ ク ロ メ チ コ ン と し て 知 ら れ て い る ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン の 環 状 五 量 体 で あ る 。 他
の 流 体 と し て 、 ジ メ チ ル シ ロ キ サ ン 直 鎖 オ リ ゴ マ ー ま た は ポ リ マ ー で 適 度 の 流 動 性 を 持 つ
も の 、 お よ び フ ェ ニ ル ト リ ス （ ト リ メ チ ル シ ロ キ シ ） シ ラ ン （ フ ェ ニ ル ト リ メ チ コ ン と し
て も 知 ら れ て い る ） が あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 分 散 液 は 更 に 、 従 来 か ら 日 焼 け 防 止 剤 に 用 い ら れ て い た 化 粧 品 成 分 の よ う な 、 用 途 に 適
し た 従 来 の 添 加 物 を 含 有 し て も よ い 。 望 ま し く は 、 適 応 性 を 最 大 化 す る た め に 、 分 散 液 は
規 定 し た 各 成 分 （ 金 属 酸 化 物 粒 子 、 シ ロ キ サ ン 流 体 分 散 剤 、 お よ び カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 ポ
リ シ ロ キ サ ン 分 散 剤 ） か ら 実 質 的 に 成 る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 分 散 液 は 、 日 焼 け 防 止 製 品 お よ び そ の 他 の 紫 外 光 減 衰 用 組 成 物 を 作 成 す る の に
特 に 有 用 で あ る 。 こ の よ う な 用 途 に は 、 分 散 液 は 紫 外 光 減 衰 能 が 強 力 で あ る と 同 時 に 日 焼
け 防 止 製 剤 中 に 配 合 し て 肌 に 適 用 し た 際 に 可 視 光 に は 透 明 で あ る こ と が 望 ま し い 。 金 属 酸
化 物 が 二 酸 化 チ タ ン で あ る 場 合 に は 、 紫 外 光 の 波 長 範 囲 に あ る 光 に 対 す る 分 散 液 の 最 大 減
衰 係 数 が ４ ０ Ｌ ／ ｇ ／ ｃ ｍ 以 上 で あ り 、 よ り 望 ま し く は ５ ０ Ｌ ／ ｇ ／ ｃ ｍ 以 上 で あ る 。 金
属 酸 化 物 が 酸 化 亜 鉛 で あ る 場 合 に は 、 紫 外 光 の 波 長 範 囲 に あ る 光 に 対 す る 分 散 液 の 最 大 減
衰 係 数 が １ ５ Ｌ ／ ｇ ／ ｃ ｍ 以 上 で あ り 、 よ り 望 ま し く は ２ ０ Ｌ ／ ｇ ／ ｃ ｍ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 使 用 時 に 可 視 光 に 対 し て 実 質 的 に 透 明 で あ る 分 散 液 中 の 金 属 酸 化 物 粒 子 は 、 可 視 光 の 波
長 範 囲 に あ る 光 に 対 す る 減 衰 係 数 が 、 望 ま し く は １ ０ Ｌ ／ ｇ ／ ｃ ｍ 以 下 、 よ り 望 ま し く は
５ Ｌ ／ ｇ ／ ｃ ｍ 以 下 、 特 に ２ Ｌ ／ ｇ ／ ｃ ｍ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 の 金 属 酸 化 物 分 散 液 は 望 ま し く は 粒 状 粉 砕 媒 体 で 混 練 す る こ と に よ り 作 成 さ れ る
。 本 発 明 の 金 属 酸 化 物 製 品 を 分 散 媒 中 で 粉 砕 す る の に 適 し た 混 練 機 は 、 製 品 を 粉 砕 す る た
め に 粒 状 粉 砕 媒 体 を 用 い る 混 練 機 で あ る 。 そ の 典 型 例 は 、 攪 拌 子 を １ つ 以 上 備 え 、 粒 状 粉
砕 媒 体 と し て 砂 ビ ー ド 、 ガ ラ ス ビ ー ド 、 ま た は セ ラ ミ ク ス ビ ー ド を 用 い る ビ ー ド 混 練 機 （
ビ ー ド ミ ル ） で あ る 。 特 に 有 用 な も の と し て 、 混 練 機 の サ イ ズ に よ っ て ５ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０
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ｒ ｐ ｍ で 作 動 す る 高 速 混 練 機 が 一 般 に 適 し て い る 。 望 ま し く は 、 ８ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ ｒ ｐ ｍ
で 作 動 す る 混 練 機 を 用 い る 。 攪 拌 子 の 先 端 ス ピ ー ド が １ ０ ｍ ／ 秒 に 達 し あ る い は そ れ 超 え
る 攪 拌 式 混 練 機 が 有 用 で あ る 。 所 望 に 応 じ て 混 練 機 を 冷 却 で き る 。 一 般 に 、 分 散 液 は 混 練
前 に 高 速 攪 拌 機 で 前 混 練 す る が 、 他 の 方 法 と し て 、 最 初 に 分 散 媒 を 混 練 機 に 添 加 し 、 次 い
で 金 属 酸 化 物 と 分 散 剤 と を 一 緒 に 分 散 剤 に 添 加 す る 。 混 練 を 所 要 時 間 行 な っ た 後 に 、 狭 い
ギ ャ ッ プ を 通 し て 篩 い 分 け し 、 粉 砕 媒 体 か ら 分 散 液 を 分 離 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 般 に 、 こ の 方 法 を 用 い る と 、 既 に 説 明 し た 本 発 明 の 分 散 液 の 性 質 を 備 え た 分 散 液 を 作
成 す る こ と が で き る 。 特 に 、 紫 外 光 減 衰 能 が 強 力 で あ る と 同 時 に 可 視 光 に 対 し て は 実 質 透
明 で あ る 分 散 液 を 、 こ の 方 法 を 用 い て 作 成 で き る 。 多 く の 場 合 、 混 練 を 行 な う 条 件 （ 例 え
ば 、 混 練 時 間 、 粉 砕 媒 体 の 割 合 、 分 散 剤 ま た は 金 属 酸 化 物 の 濃 度 ） を 調 整 す る こ と に よ り
、 光 減 衰 プ ロ フ ァ イ ル を 調 整 で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 発 明 の 分 散 液 は 、 エ ン ド ユ ー ザ ー 用 の 日 焼 け 防 止 組 成 物 を 作 成 す る た め の 成 分 と し て
有 用 で あ る 。 日 焼 け 防 止 組 成 物 中 に 存 在 す る 金 属 酸 化 物 の 量 は 、 組 成 物 の 重 量 を 基 準 と し
て 、 望 ま し く は ０ ． ５ ～ ４ ０ wt％ 、 よ り 望 ま し く は １ ． ０ ～ ３ ０ wt％ 、 特 に ２ ． ０ ～ ２ ０
wt％ で あ る 。 日 焼 け 防 止 組 成 物 中 で 、 金 属 酸 化 物 粒 子 の み を 紫 外 光 減 衰 成 分 と し て も よ い
が 、 他 の 日 焼 け 防 止 成 分 と し て 特 に 有 機 日 焼 け 防 止 成 分 を 添 加 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 以 下 に 、 非 限 定 的 な 実 施 例 に よ り 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 下 記 の 試 験 手 順 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ｉ ） ２ ９ Ｓ ｉ Ｎ Ｍ Ｒ を 用 い て 、 非 カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 の 個 数 （ 例 え ば 、 式
（ １ ） お よ び （ ３ ） の ａ ） 、 カ ル ボ キ シ ル 基 含 有 モ ノ マ ー 単 位 の 個 数 （ 例 え ば 式 (２ )、 お
よ び 式 （ ３ ） の ｂ ） 、 ａ ： ｂ の 比 、 お よ び ポ リ シ ロ キ サ ン 分 散 剤 の 分 子 量 を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ii） Brookfield RVT biscometerを 用 い 、 適 当 な ス ピ ン ド ル 値 と し て １ ０ ｒ ｐ ｍ 、 ２ ５
℃ に お い て 、 粘 度 を 測 定 し 、 結 果 を Ｐ ａ ・ ｓ 単 位 で 表 示 し た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 〔 実 施 例 １ 〕
　 シ ク ロ メ チ コ ン ８ ６ ． ３ ｇ 、 カ ル ボ キ シ ル 基 を 含 む ポ リ シ ロ キ サ ン （ Monasil PCA (登
録 商 標 。 Unigema社 製 )１ １ ． ３ ｇ 、 疎 水 被 膜 付 き 酸 化 亜 鉛 （ 平 均 一 次 粒 子 サ イ ズ ： 約 ８ ０
ｎ ｍ （ 比 表 面 積 か ら 算 出 ） ） １ ５ ０ ｇ を 混 合 し 、 １ ５ 分 間 完 全 に 攪 拌 し た 。 得 ら れ た 混 合
物 を 水 平 式 ビ ー ド 混 練 機 に 入 れ 、 粉 砕 媒 体 と し て ジ ル コ ニ ア ビ ー ド を 用 い 、 作 動 速 度 約 １
５ ０ ０ ｒ ｐ ｍ に て 混 練 し た 。 混 練 後 、 混 合 物 を 前 混 合 容 器 に 戻 し 、 更 に 混 練 機 で 混 練 を ３
回 行 な っ た 。 得 ら れ た 分 散 液 の 光 学 特 性 （ ｎ オ ク タ ノ ー ル を 用 い て ２ ０ ０ ０ ０ 倍 に 希 釈 し
た 後 に Ｕ Ｖ 分 光 分 析 に よ り 測 定 ） を 表 １ に 示 す 。 こ こ で 、 λ ｍ ａ ｘ は 最 大 減 衰 が 観 測 さ れ
た 波 長 （ 単 位 ｎ ｍ ） 、 Ｅ ｍ ａ ｘ 、 Ｅ ３ ０ ８ 、 Ｅ ３ ６ ０ お よ び Ｅ ５ ２ ４ は λ ｍ ａ ｘ 、 ３ ０ ８
ｎ ｍ 、 ３ ６ ０ ｎ ｍ お よ び ５ ２ ４ ｎ ｍ の 波 長 で そ れ ぞ れ 観 測 さ れ た 減 衰 係 数 （ 単 位 Ｌ ／ ｇ ／
ｃ ｍ ） で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 〔 実 施 例 ２ 〕
　 実 施 例 １ と 同 じ 手 順 を 実 行 し た 。 た だ し 、 シ ク ロ メ チ コ ン ６ ６ ． ８ ｇ 、 Monasil PCA１
０ ． ８ ｇ 、 イ ソ ス テ ア リ ン 酸 （ Prisorine（ 登 録 商 標 。 Unigema社 製 ） ２ ． ４ ｇ 、 お よ び 被
膜 な し 酸 化 亜 鉛 （ 平 均 一 次 粒 子 サ イ ズ ： 約 ６ ０ ｎ ｍ ） を 用 い た 点 が 実 施 例 １ と 異 な る 。 得
ら れ た 分 散 液 の 光 学 特 性 を 、 シ ク ロ ヘ キ サ ン で ２ ０ ０ ０ ０ 倍 に 希 釈 し て 測 定 し た 。 測 定 結
果 を 下 記 の 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の 分 散 液 を 用 い て 、 下 記 組 成 の 日 焼 け 防 止 製 剤 を 作 成 し た 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ＜ 相 Ａ ＞ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  wt％
　 　 ARLACEL P135（ 登 録 商 標 。 Unigema社 製 ）  　 　 　 　 　 ２ ． ０
　 　 ARLAMOL HD P135（ 登 録 商 標 。 Unigema社 製 ）  　 　 　  ５ ． ０
　 　 ARLAMOL E P135（ 登 録 商 標 。 Unigema社 製 ）  　 　 　 　 ２ ． ４
　 　 Finsolv TN　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ． ０
　 　 Candelilla Wax　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ． ０
　 　 ス テ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ７
　 　 実 施 例 １ で 作 成 し た 酸 化 亜 鉛 分 散 液 　 　 　 　 　 　 　 １ ４ ． ０
　 　 Jojoba Oil　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ． ０
　 　 環 状 メ チ コ ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ． ６
　 　 Parsol MCX　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ ． ０
　 ＜ 相 Ｂ ＞
　 　 ATLAS G-2330（ 登 録 商 標 。 Unigema社 製 ） 　 　 　 　 　  ３ ． ０
　 　 Germaben II　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  １ ． ０
　 　 硫 酸 マ グ ネ シ ウ ム 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ０ ． ７
　 　 D-Panthanol USP　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ０ ． ８
　 　 Allantoin　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ０ ． ２
　 　 脱 ミ ネ ラ ル 水 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ７ ． ６
　 ＜ 手 順 ＞
　 ｉ ） 相 Ａ お よ び 相 Ｂ を 別 々 に 作 成 し て ７ ５ ～ ８ ０ ℃ に 加 熱 し た 。
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【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ii） 相 Ｂ を 相 Ａ に ゆ っ く り と 添 加 し つ つ 、 Siverson混 合 機 を 用 い て ２ 分 間 強 烈 攪 拌 し た
。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 iii） 混 合 物 を 強 烈 攪 拌 し つ つ ２ ５ ℃ ま で 冷 却 し た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 Diffey and Robson, J. Soc. Cosmet. Chem. Vol. 40, pp127-133, 1989の 方 法 を 用 い
て 日 焼 け 防 止 係 数 （ Sun Protection Factor） を 測 定 し 、 値 と し て ２ ３ を 得 た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 以 上 の 実 施 例 に よ り 、 本 発 明 の 分 散 液 お よ び 日 焼 け 防 止 剤 の 優 れ た 特 性 が 分 か る 。 10
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【 国 際 調 査 報 告 】
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